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【参加対象者限定】第3回教育のデジタル化研究会
属性回答集計

【属性】性別

No 回答 人数 ％
1 男性 22 85
2 女性 3 12
3 性別無回答 1 4

合計 26  



【属性】年代

No 回答 人数 ％
1 アソシエイト（～34歳） 0 0
2 リーダー（35～59歳） 14 54
3 シニア（60歳～） 12 46

合計 26  



【属性】教育のデジタル化研究会への参加は何回目ですか？

No 回答 人数 ％
1 ３回目 18 72
2 ２回目 6 24
3 初めて 1 4

合計 25  



プログラム名 【参加対象者限定】第3回 教育のデジタル化研究会

単元名 RA

アンケートタイトル 【参加対象者限定】第3回 教育のデジタル化研究会

質問1 教育のデジタル化研究会、またはDPPについてのご意見・ご感想をお聞かせ
ください

【自由記述】

・実際講義で使用する際のイメージができて、とても役に立ちました。
自分自身でも投影資料と並行して、どこまでさくさくできるか、ってところです。
ありがとうございました。 

・自由記述の設問の回答を、質問と同じように表示できればいいと思いますが、難しい
ですか？

・●黒瀬先生の発表で、回答結果を表示して
発表してくれる生徒が結構いるというお話でしたので、DPPが役立つ事例でよかった た
だ、発表してくれる人がいない場合はDPPを使う使わないに関わらず研修は盛り上がら
ないと思う。ただ、DPPを使い、回答することで
生徒は確かに「考える」という行為を少なからず行うのでそれは良い。 ●生徒が
ｋｋ２ という聞いたこともない怪しげなページに入って無料会員登録するのは
事前の学校との調整 生徒への説明が必要で
先生方がおっしゃっていたKK2の説明チラシは必要。ただ、その後
無料会員登録した学生に、いきなりメルマガ（メッセージFrom. kk2）が届くと 授業で
必要と言われて会員になったのに（しょうがないから会員になる）いきなりメルマガと
か送られてきたらよい気はしないともう。秋田先生がおっしゃっていた、とりあえずの
授業は仮登録でできるようにして、納得して会員ななった人にはメルマガを送るように
することはいかがか？

・プログラムの改善が進み、実際の授業で使ってみた状況も多少判明してきたので、ま
すます有用性が具体的になってきた感があります。ただ、当初から、期待効果と質問内
容の組み合わせ（アイスブレーキングや盛り上げる効果とみかん産地など）が指摘され
ている一方、多様な授業内容に対する即応性の有用性がそれほど明瞭になってきたとは
言えないように感じています。授業の「多様性」があまりに広大で、どういう分野の、
どの程度の難易度のものを、どのように（純講義型、ワークショップ型、ビジュアル多
用型など）、誰に（多様な個人の属性）、などが研究会参加者それぞれが共有できない
ことと、各参加者にとってもいつも同型の授業を行っているわけではないことなどがあ
って、ＤＰＰの使い勝手の良さに単純な評価が出しにくいのではないかと思います。こ
れも開発趣旨の説明に含まれていたことだったと思いますので、改めてその吟味の域に
達したとも言えるでしょう。治験のように、効率的なケーススタディを詰めるべきだと
思います。 また、改めて個人情報などへの懸念に対する安心ツールを作るような話も
あったように、有用性からのアプローチではなく、社会にとってどんなインパクトをも
たらすのかという倫理的なアプローチも必要に感じました。

・黒須先生のDPPの使い方講義は大変面白かった。DPPの使い方というより知的財産の講
義への興味のほうが勝ってしまった。最後のちょっとだけ発言していただいたが秋田先
生の話も聞きたかったです。座長である長岡先生のご意見をもっと多くお聞きできるよ



うに時間配分していただくと嬉しいです。お疲れ様でした。

・双方向での講義については、自分が担当している研修業務でも依頼が多くあるので、
とても有効だと思います。 本日、仮登録の話もありましたが、自分も「kk2Web会員登
録」が一番ハードルが高いのではないかと思います。 DPPについては、講義⇒質問⇒回
答表示⇒講義に戻る、が多少ぎくしゃくするように思いますが、慣れの問題かもしれま
せん。

・1回目の研究会で、利用目的や利用する上での考え方を永岡先生からお聴きするとと
もに操作方法を学びました。2回目の研究会では、自ら作成したDPPコンテンツについて
、質問を工夫する必要性に気づきました。質問内容を改善し、より有効なコンテンツに
することができました。これを用い、学生に対して試してみました。実際に利用するこ
とで、効果的な点、課題とすべき点が明らかになりました。3回目では、そのことにつ
いても報告することができました。また、黒須先生のお話はDPPを利用する上で参考に
なるとともに、知財に対する知識を得ることもできました。たいへん有益でした。あり
がとうございました。

・活用事例の共有は大変参考になります。自然と講義を受けていました。
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